
                     建築物環境配慮事項概要書                  別 紙 

表彰対象建築物名称 ヤマハモーターエレクトロニクス 第３工場 環境配慮の内容とその目的 
建設地 周智郡森町森１４７６－１ 

建築主  ヤマハモーターエレクトロニクス（株） 

設計者 須山建設株式会社一級建築士事務所 

延べ面積 7,231.75 ㎡ 規模 地上２Ｆ 
構造 鉄骨造 
用途 工場 
ＣＡＳＢＥＥ評価  S ＢＥＥ値 3.2 
建築物写真  
 

建築主として求めた環境配慮に対する総合的なコンセプト 
クリーンで快適な自由度の高い工場 
1.人と地球に快適な作業環境（全館空調） 
2.品質重視のクリーンな工場（建屋全域が上履き化） 
3.自由度の高い工場 （レイアウト変更が容易） 

■室内環境対策 
① 全館空調で作業者も見学者も 適な環境とした。 
② 電子部品組立エリアについてクリーンルームを設け 
  更にクリーン度をアップさせた。 
 （入出時はクリーン服に着替えエアーシャワー室を通る） 
① ２F 組立エリアは集中管理システム導入した。 

（温度・湿度・室圧を適正値で常時管理） 
 

■サービス性能対策 
① 設備の更新性に配慮して、ＩＳＳ（天井裏設備保全スペー

ス）、地下配管ピット、将来用更新スペースを確保し、熱

源の複数台分割化をして冗長性を高めた。 
② 地震対策として、設備機械の耐震固定と振れ止めの強化を

行った。 
 
■室外環境（敷地内）対策 
① 生物環境保全に配慮して、敷地内にあった樹木（桜）は、

隣接する会館と樹木を一体的にする目的で残存した。 
② 景観への配慮として、周囲環境へ圧迫感を与えないような

建物高さ、設備機器の配置に配慮した。 
 
■エネルギー対策 
① 高効率化として、設備機器にはインバーター、高効率モー

ター、ＬＥＤ照明器具などを積極的に採用した。 
② モニタリングを行い、工場で使用するエネルギー使用量を

システムで「見える化」「見せる化」「見られる化」で省エ

ネ対策を実施した。 



 
環境配慮の内容とその目的（補足資料） 

 
 


